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 今年度は、思いがけないスタートとなってしまいました。STAY HOMEの生活で、お家の方もお子さん

たちも、大変だったことと思います。お子さんたちの声があまり聞こえない学校は、とてもさみしく、火

が消えたようでした。さまざまなことが、今までとは変化してくることと思います。安心安全に学校生活

を送ることができるよう、工夫しながら取り組んでいきたいと思います。 

さて、今年度も、地域活動支援部だより「つなぐ」をお届けします。地域や福祉、医療など関係機関に

かかわる情報をお届けしていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぜひご覧ください。 
 
校舎１階掲示板には、各地域活動

ホームはじめ各施設・機関の便りや
余暇支援等の案内も掲示していま
す。学校に来校されたときには、ぜひ
ご覧下さい。 

「特別支援教育コーディネーター」って？ 
 
保護者の方や関係機関に対する学校の窓口として、また、学

校内の関係者や福祉、医療等の関係機関との連絡調整の役で
す。地域における特別支援教育にかかわる相談のセンター的な
機能を推進する役割でもあります。 
今年度も中島裕美（なかじま ゆみ）が、特別支援教育コーデ

ィネーターを担当させていただきます。 
学校での心配事、地域のこと、何かありましたら、お気軽に

お声がけください。どうぞよろしくお願いいたします。 

地域活動支援部とは… 
 
本校の学区の地域を中心に、福祉、医療など関

係機関と連携をしながら、お子様の地域での生
活のサポートしていくことを担当しています。
各学部に 1～2 名の担当教員がいます。学校への
登校から下校まで、放課後、地域での生活のこ
と、ご心配なことは、各学部の担当教員またはコ
ーディネーターまでご相談ください。 

 
【担当教員】 
小学部：影山、吉野  
中学部：山本 
高等部：石出、藤原 
特別支援教育コーディネーター：中島 

「横浜型医療的ケアコーディネーター」の活動が始まりました。 
 
「横浜型医療的ケアコーディネーター」の活動が 4 月から市内全区で始まりました。 
 
「医療的ケアコーディネーター」とは、 

●医療的ケア児・者等（医療的ケア児・者、重症心身障害児・者等）と必要な医療・福祉・教育な

どの社会資源をつなぐ人です。 

●専門的な研修を受けた、医師会訪問看護ステーションの看護師です。 
  

 これまでの相談内容としては、保育園や学校卒業後の施設紹介、成人以降の支援サービスなどの問い

合わせが多いそうです。 

港北区・都筑区は「都筑区コーディネーター拠点」、鶴見区・神奈川区は「鶴見区コーディネーター

拠点」が担当となります。裏面にチラシを掲載していますので、詳しくはそちらをご覧ください。 

お知らせください。ご相談ください。 
 
新規の福祉サービスを利用し始めた、福祉サービ

スの利用をしたいけれど…などというときは、連絡
帳などでかまいませんので、学校にもお知らせ、ご
相談ください。 

 
例えば… 
・新しい放課後等デイサービスを利用することに
なった。 

・計画相談の事業所が決まった。 
・計画相談のモニタリングを、学校でもお願いした
い。 

・送迎のサービスを使いたいけど…   など 

裏面もご覧ください。➡ 



 


